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研究概要 
超音波噴霧熱分解法により、結晶子径を制御した(La,Sr)MnO3 (LSMO)微粒子を合成し、

その表面を水酸アパタイト(HAp)で被覆したハイブリッド微粒子を合成した。この微粒子

が自己発熱量調節機能を有していることを明らかにした。作製したハイブリッド微粒子を

疑似体液中に浸漬したところ、重金属イオンの溶出が検出された。これは緻密な HAp 層を

作製することが困難であったためと考えられた。 

 
今後の展望 
 重金属イオンの溶出を抑制するため、LSMO 微粒子の表面に緻密な HAp 層を形成するこ

とが望ましいが、HAp は針状の結晶となりやすいため、HAp と同様に生体親和性が高く、

緻密な層を形成しやすい SiO2による被服を進めて行こうと考えている。実際、SiO2 を用い

たハイブリッド磁性微粒子の作製には成功しつつある。 
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